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平成３１年３月定例会一般質問 

№１ 

      ２ 番               本 田 忠 良  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ ９月の町長

選挙に対する

対応及び４期

１６年の総括

について 

 鈴木義孝町政は平成１５年９月、町長に就任して以来

行財政改革に努め、その成果を上げてきました。 

 町長職を引き継いだ当初は、一般会計借入残高は約１

３６億円の借金があり、三春町は財政再建団体になるだ

ろうと言われていました。平成２９年度決算では７１億

円まで減らしています。 

 また、町民の健康を守ってきた県立三春病院の廃止決

定に伴い、即、町立三春病院、隣接に敬老園を建設し、

町の医療、福祉、介護の充実を図り、さらに長年の懸案

事項であった桜川河川改修工事に対し、県を動かしこれ

を完成させました。 

近年の少子化に伴い中学校の再編に取り組み、平成２

５年４月に新三春中学校を開校させるなど、４期１６年

に渡り強いリーダシップの元、財政再建、様々な行政課

題の解決に取り組んできました。 

今年９月の町長選に対し、町民の間にはもう１期とい

う声がある中でどのように臨まれるのか、また、４期１

６年に渡る町政の総括についてお尋ねします。 

  

 

２ 町の水道事

業について 

 昨年、水道法の改正により、民間への運営委託が可能

となりました。そのような中で、２月１１日の新聞紙上

において、県内各自治体のアンケート調査があり、三春

町を含め７割が民間委託しないといった回答でした。 

この改正法は、近い将来間違いなく訪れる①人口減少

による水需要の減少、②水道施設の老朽化、③職員数の

減少、これらの諸問題を解決し、将来に渡り安全な水の

安定供給を維持していくためには、水道事業の基盤強化

を図ることが必要と謳っています。そのような中で、次

の質問をします。 

１）現在の水道管の総延長はいくらか。そのうち、今後

１０年以内に更新が必要となってくる水道管はどのく

らいになるのか。また、その費用はいくらになるのか

お尋ねします。 

２）今後、水需要の減少及び職員数の減少に対する対策

をお尋ねします。 

３）水道料金は、現在まま維持できるのかお尋ねします。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№２ 

      ６ 番               鈴 木 利 一 議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 町営バスの

運行について 

 

１）現在の町営バスの利用者数は、どのようになってい

るか伺いたい。 

２）運行日の変更を考えているようだが、変更内容はど

のようになっているか伺いたい。 

３）高齢化社会での住民の足の確保を、どのように考え

ているか伺いたい。 

 

 

２ 子どもたち

の遊び場の確

保について 

１）公園の遊具の現在の整備状況と、将来の計画はどの

ようになっているか伺いたい。 

２）室内遊び場の確保で、子どもたちが安心して遊ぶこ

とができる環境を、整備する考えはあるか伺いたい。 

 

 

３ 農業振興地

域整備計画の

見直しについ

て 

１）現在の「農業振興地域整備計画」は、いつ策定され

たものか伺いたい。 

２）個別の変更は、年に何件くらいあるのか伺いたい。 

３）次回の総合的な見直しは、いつ頃を考えているか伺

いたい。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№３ 

      １０ 番               佐久間 正俊 議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 介護認定に

ついて 

 

 我が三春町では、介護認定を受けている町民の皆さん

が認定１から認定５あると聞いています。次の３点につ

いてお伺いします。 

１）介護認定１から５までのどのような審査により、決

定しているのかお伺いします。 

２）町内全体の認定者の人数は、１から５までの男女別

にお伺いします。 

３）今後５年１０年先を見ると、現在の倍以上になると

思います。町の対応をお伺いします。 

 

 

２ 北部三地区

の活性化につ

いて 

 町内を見渡すと沢石地区、御木沢地区、要田地区、要

するに北部三地区は活性化が遅れているように思います

が、町の対応をお伺いします。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№４ 

      １１ 番               小 林 鶴 夫 議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 滝桜保護保

存活動のＰＲ

他について 

 

 現在、滝桜に大規模な足場を組んでの保護保存活動を

行っています。花の季節に来られたお客様には想像もつ

かない保護保存活動と思います。 

活動の様子を写真パネルにして、滝桜保護保存のＰＲ

を行うべきと思いますが、 

１）滝桜周辺でのＰＲは勿論のこと、観桜料チケット売

り場付近や、三春駅構内などに設置してはどうか伺い

ます。 

２）この活動の他に、夏の深緑の滝桜、秋の紅葉の滝桜、

冬の雪の滝桜の写真パネルも併せてＰＲすれば、通年

観光の一助になると思いますが、伺います。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№５ 

      １ 番              新 田 信 二 議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 災害発生時

の防災行政無

線の対応につ

いて 

 三春町においても、冬場の火災による死亡災害が起き

てしまいました。２月１５日深夜１時頃に火災が発生し

ましたが、防災行政無線による町民への情報・避難等の

注意喚起がありませんでした。 

 災害発生時は、人命救助を最優先とした速やかな情報

の伝達が急務だったと思われますが、町の考えを伺いま

す。 

 

２ 交通事故の

ない安全・安心

な住みよいま

ちづくりを目

指すことにつ

いて 

 

 三春町では、今年、平成３１年１月２５日「交通死亡

事故ゼロ」１,８２５日（５年間）を達成することができ

ました。 

 町民一人、一人が交通事故を起こさない、事故に遭わ

ないよう、日々の注意喚起の努力の結果だと思っていま

す。 

 この記録をさらに、１日、１週間、１ケ月、１年間と、

更新を目指していかなければ、安全、安心なまちづくり

に繋がらないと思っています。 

 今後の交通死亡事故ゼロと交通事故を１件でも減らす

ため、町の取組み方を伺います。 

 

 

３ 人口減少対

策について 

少子高齢化の言葉は、先の時代の大きな社会問題となっ

ています。 

元気な高齢者が増え続き、生まれる子供は少なくなって

います。その原因は、未婚、晩婚の増加、第一子出産の

高齢化、子育てと仕事の両立に対する不安など、様々な

要因があります。 

隣町の小野町では、町の人口が１万人を欠けたとのこと

です。町の予想では、４～５年早いとのことで、さらな

る人口減少対策等に取り組んでいます。 

現在、人口減少対策の取組みで、国、県、市町村による

結婚支援事業が行われていますが、三春町の今現在の取

組みと、今後の新たな取組みについて伺います。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№６ 

      １４ 番              日下部 三枝  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 新規就農者

の就農後の支

援について 

 新規就農者を募るための支援制度が県や町等で設けら

れ、それに応じた方たちも出てきた中、この方たちが町

の農地を耕し、集約して就農者として定着するため、町

として今後どのような支援を考えているのかお伺いしま

す。 

 

 

２ 町の案内表

示板の劣化と

サイン計画に

ついて 

 町民の方から、町の案内表示として立ててある木柱の 

下が腐っているのが何本も見受けられる、また、町内表 

示板が見えなくなっているなどの話がありました。 

両方とも、長年の間の劣化と思われますが、速やかに案 

内表示板のチェックと修繕をすべきと思います。 

このようなことについて、町のサイン計画はどのよう

になっているのかお伺いします。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№７ 

      ４ 番               松 村 妙 子  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 風疹予防対

策について 

１）昨年から風疹患者が急増していますが、三春町の現

状はどうかお尋ねします。 

２）風疹予防に必要なことは何かお尋ねします。 

 

 

２ 火災発生時

の対応につい

て 

 

１）火災発生時の防災行政無線の活用についてお尋ねし

ます。 

２）住宅用火災警報器の設置状況についてお尋ねします。 
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平成３１年３月定例会一般質問 

№８ 

９ 番               三 瓶 文 博  議員 
備  考 

質問事項 質     問     要     旨 

１ 歩道の整備

について 

 市街地整備という構想のもとに、大町の街区を中心に、

新町方向に道路の整備が進み、歩道においては、新町か

ら大町、荒町から駅前へと安全に整備されています。併

せて桜川河川改修も一部を残し完成間近であります。 

しかし、中町から八幡町方面にかけての歩道は、段差

など起伏の激しい場所があったり、荒れた路面があった

り、グレーチングになっていたりと、水路の上という事

情もあり、決して歩きやすいとは言えません。通学路で

もあり、まして、これから高齢者が増える中で、つまず

きやすく、車いす等の利用においても安全に不安が残り

ます。 

弱者にやさしいまちづくり、また、交流人口の増加、

通年観光の観点からも、郡山から街中への入口であるこ

とから、歩道の整備が必要と思われます。町としてどの

ように考えるかお聞かせください。 

 

 

２ オリンピッ

ク開催に伴う

インバウンド

対策と町の観

光等について 

 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックが開催

されます。福島県においても、野球とソフトボールの一

部が大会会場となっています。多くの外国人が来県する

ことが予想されます。昨年の外国人述べ宿泊数は、約１

０万人と、年々増加傾向にあります。県も強力にインバ

ウンド対策に着手すると報道されています。三春町にお

いても、町独自の文化、歴史、産業など、既存の地域資

源を観光資源として、風評払拭とともに、インバウンド

消費を拡大させ、地域の活性化につなげることが重要だ

と思われます。 

三春町に来町してもらうため、 

１）新たなインバウンド等の企画、考えがあれば、その

ＰＲ等の情報発信はどのように行うのか。 

２）町は世界に向け、滝桜の苗木を贈り交流してきまし

た。それを踏まえ、町の観光に対するさらなる考えが

あるかお聞かせください。 
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３ 国が検討し

ている新たな

広域連携に対

する町の考え

方について 

 ２月２４日の新聞報道によると、国が検討している新

たな広域連携のアンケート調査では、県内５９市町村の

うち、「どちらかといえば賛成」が８市町村（１３.６％）、

１０市町村（１６.９％）が「反対」、２５市町村（４２.

４％）が「どちらかといえば反対」で、計５９.３％と上

回っていました。 

 三春町は、「その他」の２７.１％に入っています。「こ

れは、制度の詳細が固まっていないため、賛否を判断で

きないという理由が多かった」ためのようでした。 

 現時点における町の考えを、もう少し具体的にお聞か

せください。 

 

 

 

 

 


